
 グループホームほうじょう運営推進会議 報告書  

 

開催日 令和 5年 11月 22日（水）  

開催場所 ル・サンテリオン北条 会議室 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

入居者の家族 1名 

 

行政（北栄町福祉課） 1名 

地域住民の代表 2名 

 

知見を有する者 1名 

 

事業所 

出席者 

施設長 管理者  

グループホーム入居者代表  

 

＜状況報告＞（令和 5年 10月～令和 5 年 11月） 

入居者の状況 

入居人数（10月：１8名 11月：１8名） 

             男性（ 1名）女性（17名） 

要介護１（3名） 要介護２（9名） 要介護３（2名） 

要介護４（3名） 要介護５（1名）平均要介護度（2.44） 

 

年齢（平均 89.4歳）      （最高 99歳） 

待機者（7名）新規申し込み（10月 0件 11月 0件） 

 

＜近況報告＞ 

行事関連報告 

（9/21～11/20） 

日付 内容 

9/23(土) 寿司テイクアウトし昼食でいただく 

9/24(日) 9月誕生会 

9/27(水) 北栄町祝詞 米寿 1名、百寿１名 

9/28(木) 施設内合同敬老会 

10/7(土) 土下地区秋まつり 

10/17(火) おやつ作り（スイートポテト） 

10/23(月) 災害時非常食提供訓練、火災想定避難訓練 

10/28(土) 寿司テイクアウト昼食でいただく 

10/29(日) 誕生会 

10/31(火) 新型コロナウイルスワクチン接種 

11/5(日) 北条ふるさとまつり 

11/9(木) 訪問散髪 



11/15(水) 

11/16(木) 

ご利用者インフルエンザ予防接種 

11/19(日) 紅葉ドライブ（東郷池周辺・出雲山展望台） 

＜研修、その他＞ 

日付 内容 

10/7（土） 法人合同 職員運動会 

10/10（火） 

  13（金） 

安全運転講習 

（道路交通法改正により 10 月より公用車運転前にアルコールチェック

実施） 

10/15（日） 第 13回オールジャパンケアコンテスト 当施設より 2名出場 

10/11（水） 日本認知症グループホーム協会鳥取県支部 相互研修（GHともさん家） 

10/17（火） 日本認知症グループホーム協会鳥取県支部 相互研修（みのり GH） 

10/23（月） 認知症ケア向上連絡会 研修会「対人援助職に効く 人と折り合う流儀 に

向かうための前話」鳥取大学大学院医学系研究科 臨床心理学講座 教授 

竹田 伸也 様 

11/6 （月） 人権研修「高齢者虐待防止について」地域包括支援センター  

11/13（月） 

～ 

11/17（金） 

職員インフルエンザ予防接種 

11/15（水） 鳥取県ⅮWAT（鳥取県災害派遣福祉チーム基礎研修）1名参加 

11/15（水） 

11/16（木） 

キャリアパス対応生涯研修 管理職員コース 

11/17（金） 法人合同職員ソフトバレー大会 

11/19（日） 北栄町駅伝大会参加 

 

＜身体拘束について＞ 

・身体拘束の適正化に向けて取り組んでいる。身体拘束なし 

 

＜事故報告＞ 

（10月）2件 

介護度 4、年齢 90歳、発見時刻 4：45 

内容 見守りセンサー通知あり訪室するとベッド下に座っている状態を発見する。 

（ポータブルトイレとテーブルの間の床に座った状態であった。） 

左前腕に 7㎝程度裂傷あり。 

原因 ・転倒時布団が床に落ちていた。布団の上に足が乗っていた為、起居動作時に

布団を巻き込んだまま立ち上がろうしバランスを崩した可能性あり。 

・普段より夜間の排泄回数が多い。（夜間ポータブルトイレ使用。6回～10回

程度）就寝薬を服用しており立位が不安定であった可能性あり。見守りセン



サー通知はありすぐに向かうが間に合わなかった。 

対策 ・掛布団がずり落ちないようにゴムを付け、マットレスにかませる。 

・再度環境評価をリハビリ職員と行う。ポータブルトイレの高さ調整、現在施

設の歩行器を使用しているが、本人に合った歩行器に変更。→個人レンタル

で歩行器変更。 

対策継続し転倒なく過ごせている。 

 

介護度 2、年齢 90歳、発見時刻 16：55 

内容 居室内ポータブルトイレの前に長座位で座っているのを発見する。車椅子の

ブレーキはかかっておらず、靴も脱げている。 

原因 ・見守りセンサー映像確認。ベッドライトを点けようとし、ベッド柵を持って

車椅子から立ち上がったが、バランスを崩し転倒する。立ち上がる際、車椅子

のブレーキをかけていなかった。 

・訪室時、靴が脱げていた。マジックテープが止まっておらず、靴がきちんと

履けていなかった可能性がある。 

・普段から居室カーテンの開閉や居室の主照明を点けたり消したりと、自分で

居室環境を整えている。日が暮れるのが早くなった為、早めに電気を点けよう

としたと考えられる。 

対策 ・立位をとる際は車椅子のブレーキ、靴のマジックテープがとまっているかを

さりげなく確認、声かけを行う。靴がきちんと履けていない時には声かけ又

は介助にてマジックテープをとめ、靴の履き直しを行う。 

・夕方のポータブルトイレ更新時（16：30 頃）に居室の照明の有無、カーテ

ンの開閉を本人に確認する。 

※職員が何度も声をかける事で口調がきつくなる事あり。本人の負担にならな

いよう声かけ、見守りはさりげなく行う。 

対策の継続実施し転倒なく過ごしている。 

※記載されている原因、対策の内容は一部である。対策は効果が確認できるまで

検証を行い継続して実施していく。 

 

 

 

次回令和 5年度第 5回運営推進会議、予定 令和 6年 1月 18日（木）10：00～ 


